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小宮彰先生をしのぶ
　
小宮彰先生の訃報が突然飛び込んできたのは二〇一五年の一月二十二日のことだったか。ちょうど会議室に数
人が集まっていたときだったように記憶している。　
このところ、お具合が悪いようなご様子だったので、三月のオープンキャンパスを近藤先生が交替されると決
まった矢先だった。丸山先生が十八日にメールを送ってもお返事がなかったのだが、あとでわかったことだが、そのころ既に 生はあちらの世界へと旅立たれたあとだったのだ。　
小宮先生は、二〇〇九年度の現代教養学部への改組にあ って 人文学科日本文学専攻に移っていらっしゃっ
た。ご専門は比較文学・文化である。先生は哲学科に着任されたあと、共通教育（副専攻）に移られて、全学に向けて東京女子大学の特徴である比較文学・文化の教育を担うほか、コンピュータと人間を考える授業を担当されていた。先生の世代（それも文系）にしては珍しいことだが、大変コンピュータにお詳しかったので る。そして、比較文学・文化において日本近現代文学（ いうより寺田寅彦 扱われ など、文学だけでなく評論や思想に重きを置かれていたようだが）も取り上げるからと ことで、日本文学専攻に移ってきて下さった。　
日本文学専攻は伝統的に行事や学内業務もいろいろあって、なかなかに忙しい。だが小宮先生は、少しも嫌な
顔をなさらずに 移っ きた当初からいろいろと積極的に担って下さっ 。新入生カンファレンスにも参加され、学生にまじって飄逸な句をつけていらっしゃった。私などは偉そうに講義では和歌の話などするのに 実作はぜんぜん自信がなく 、学生にまじっ などできず たのだけれども。講師招待会 も謝恩会にもいら しゃっ
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て、そこでの歓談や全体に向けてのお話しなどのなかで、思いもかけず先生の素顔に触れることも多かった。先生は長く本学にいらっしゃったので、 ことばの端々から昔ののんびりとした東女の雰囲気が伝わってくるようで、二十一世紀になってか 東女にやってきた私には、いろいろと興味深かった。ここ十年ほど、東京女子大はいろいろと改革を重ねており、学部に続いて大学院の改組もあったのだが、ここというと ろで含蓄あるご意見をお寄せ下さったし、だんだんに卒論 修論の副査も担って頂くようになった。最初はこちらも遠慮する気持ちもあり、多少は節度もあったの けれど、安藤先生が学部長 なられ、鉄野先生が異動されたのにつれて、どんどん専攻内が忙しくなり、 小宮先生 お願いすること 増えていった。それらを小宮先生は快く引き受け 下さった。　
今振り返ってみると、日本文学専攻の新たなメンバーとして先生とゆっくりごいっしょできたのは最初の二、
三年だけだったので ないかと思う。 気がつくと誰もが忙しくなっていて、 先生にはいろ ろとお願いしてしまっていた。本当はここ数年、先生は病を得られ、サバチカルの最中には入院もさ て た あとで伺 確かに二〇一四年度は傍から見ても随分とお具合が悪い ではないかと思われ 。それでも先生は一時的な のだかとおっしゃって、できる限り協力して下さ し、前号の大久保喬樹先生の退官記念号には玉稿をお寄せ下さった。結局このご論文が絶筆のような形になってしまった。　
本来はこの号は「小宮彰先生を送る」と小宮先生の退官記念号で、小宮先生ご自身がまた健筆を振るって下さ
るはずだったのである。退官まであと一年を残す ころで、 突然 旅立たれてしまわれたこと お具合がとわかっていながら、ついいろいろとお願いしてしまったこと、悔やんでも悔やみきれない。それでも生前、日本文学専攻の専門科目（ゼミ）を担当されて、講師招待会 「日文の学生の気風の良さを、演習を担当し 私 実感しました」とおっしゃってくださった 縁あって日本文学専攻で共に過ごさせていただいたこ が、先生 お心に良いものであったのならと切に思う。　
小宮先生が亡くなってから、 学内外の多くの方が先生を慕っていらしたことを知った。博学で話が面白かった、
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と皆さんおっしゃっていた。先生の研究室は、学外の方たちのご協力であっという間にきれいになった。先生のご蔵書と思い出は、それぞれの場で き続けているはずである。　
生前の先生のさまざまなご尽力に心より感謝し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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